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有明海奥部底層の溶存酸素濃度の変動（６下旬～８月上旬）と今後の見通し 

 奥部の観測点１５（新明沖）では、６月中旬からの筑後川の出水（図４）により、海域

では成層が形成され（図５）、底層の溶存酸素飽和度は４０％未満に低下して貧酸素水塊が

形成されました。その後、大潮期には一時的に貧酸素水塊は解消されましたが、小潮期に

は再び飽和度は低下し、７月下旬の小潮期にはほぼ無酸素状態となりました（図２）。８月

上旬の大潮期には飽和度は６０％以上に回復しましたが、現在、小潮期に向けて飽和度は

再び減少し、３０％を下回っています（図２）。なお、本来であれば国営干拓沖のデータを

示すところですが、現在通信装置に不具合があるため、側近の観測点１５のデータを代わ

りに示しました。 

 沖合域の観測点Ｐ６（沖神瀬西）では、６月下旬まで底層の溶存酸素飽和度は５０％以

上で推移しましたが、７月上旬の大潮期から４０％を下回り、貧酸素水塊が形成されまし

た。これは、小潮期に浅海域で形成さ

れた貧酸素水塊が大潮期になり沖合

に輸送されたためと考えられます。７

月上旬以降、飽和度は減少し続けて７

月中旬には１０％を下回り、貧酸素水

塊が強化されました（図２）。筑後川

の流量は７月中旬まで高い水準にあ

り（図４）、また、天候も回復したこ

ともあり、成層が強化されたためと考

えられます（図５）。７月下旬の大潮

期には底層の飽和度は上昇し一時的

に４０％以上になりました。これは、

７月下旬より一時的に連吹した北風

の影響により、沖合の比較的飽和度の

高い海水が流入したためと考えられ

ます（図３）。７月下旬の小潮期には

再び飽和度は２０％程度に減少し、表

層水温の上昇による成層の強化（図５、

６）とも相まって、現在も３０％前後

と低い値で推移しています（図２）。 



 

 
 

図２ ２０１６年６下旬－８月上旬における新明沖（１５）、沖神瀬西（Ｐ６）、大浦沖 

（Ｐ１）における底層（海底上２０ｃｍ）の水温、塩分、溶存酸素飽和度の経時変化 



さらに沖合域の観測点Ｐ１（大浦沖）では、底層の溶存酸素飽和度は、６月下旬まで６

０％前後と高い水準にありましたが、その後は減少して７月上旬以降は４０％前後で推移

し、７月中旬の大潮期には一時的に２０％前後まで低下しました（図２）。この時期は中潮

期から大潮期にあたり、沿岸域において小潮期に強化された貧酸素水塊が輸送されたため

と考えられます。７月下旬以降、表層水温の上昇による成層が形成されている状況ですが

（図５、６）、沖神瀬西と同様、北風の連吹（図３）による沖合の比較的飽和度の高い海水

の流入により、飽和度は４０％台まで回復しています（図２）。 

 ８月１０日現在、新明沖から沖神瀬西にかけて貧酸素水塊が形成され、表層水温の上昇

による成層も維持されていることから、今後さらに潮流の弱くなる８月中旬の小潮期には

広域で貧酸素水塊が発達することが予想されますので注意が必要です。 

 

 

図３．沖神瀬西（Ｐ６）における海上風（海上３ｍ）の風向・風速の経時変化 

 

 

 
図４．２０１６年６月１８日～８月８日における筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合

管理事務所、速報値）の推移 

 



図５．　２０１６年６月下旬～７月中旬における水温、塩分、σt、ｸﾛﾛﾌｨﾙ蛍光、濁度、溶存酸素飽和度の鉛直断面図



図６．　２０１６年７月下旬～８月上旬における水温、塩分、σt、ｸﾛﾛﾌｨﾙ蛍光、濁度、溶存酸素飽和度の鉛直断面図
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